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じゅうたんぱくげき ・・・帰化植物採集記

( ，'，川アサ[-)

5JJ2LI n物にでかけーる際にノミスをj全'1'卜'I(し

て，かねてより是非訓べたL、ところへ犯をI(づけて

みた.新"ill¥JJlIのJ'!!，'，:1也である .1~:1ド トゲオナモ

ミをはじめカヤツリグ→ナ科を数多く採誌できた十

j'1!の湯川である ，'/人然11:の柵をー同する と，ゲ

ンゲが けに人った.おも しろそうなのでソッと'1'
へ人り ，IJ~ f!llJから辺}，';j 1) fこJt:、いてみると ，内|メーで

木係官との(1((物がゾロソψロと刷れた.九ljりのノ二スの

'1'で j-I-としてレた買物を忘れたこ とに気がついた

が後の主ちであった.

5月4[1 "F，iij31lれこ 11が覚めた 「まfょ'，'.L、」

ともう-)立寝ることにした .ところが，2目前の

J'!!li.J世が気になって自ていられない.何か変な F

トよヵ、して|取れない.101だnJだのと 5時に起き，手

'，'.く家'hを済ませると家を出た 「どの方面」と

l人ヵ、1mくので，干在i

えた.下人は 「何だr，j同jJじ場所をじゆうたんばくけげ
， 

きカか、J，そして 「気を付けて」と一言.

j也|而を這う夏、わったマメ 利他物を見つけた.fJ裂

を屈めて よく見ると， '}'，川fけ'rI ~.f化ヒ{他也物図鑑で、見ていたジ

モクグ、 リツメクサである はつとして我に“州;つたそ

のu
U間IJ同ををf見波波-すと'はるか先に黄色い花がチラホラ見

えた.タンポポにしては変だ.初めて見るその花

は波せたカーベラのような植物であった.今度

は，あわてて採らず，カメ ラで写し，丁寧に掘 り

隠る .この植物は南アフリカ原産でオース トラリ

アなどに帰化 しているキク科のアルクトテカ・カ

レント ウラ(後にワタゲノ、ナクールマなる和名ヵ、つ

いていることが判明，表紙写真)であった.

5月7日 午前4時起)木.静かに，静かに標本の

新聞紙を取 り替えていた.rおい， こんな早くか

ら何しているの」と言われてギョッとする 音を

たてぬようにしていたのに. rまさに病気だねJ
とも言われた.昼食に帰る約束で，満員パスに乗

り，仔'jの埋立地へ向かった.シロツメクサの根元

をl株 l株丹念に調べたところ，変にいじけた小

さな ものが自に入った.手に取ってルーベで見て

みると毛が多い.これはビ ロー ドアカツメクサで

あった昼食後，再び同じ場所に戻ると，今度は

一見風変 りなウマゴヤシの仲間を発見した 葉の

切れ込みがおもしろい特徴をもっている.後日，

この植物は地中海沿岸原産のウマゴヤシの仲間と

判明，葉の特徴からキレハウマゴヤシと名付け

t:. . 

5刀1411 %@rJ紙の取り!キえ ('I ' ~ と 内|メのWj'[.

j也への[1:参で 山二ノ'j，がifi'{1)1J'riんだ t:J;: ，t-は r~ ro

齢をJ5えなさL、」 といい， rJよとかなければ治る」

とあたりまえなことを中す.

ところが司1，i.n;:，'c:を山たそのJιはいつのまにか例

のJ'i!丘地へと1"川、っていた.

こ の数 日 は " I ，jl年 り 続きで ， たまにII ，~れた自に

は，我が家の物 iしは新聞紙のil:Cj鍛釘Ii.通行人が

凸ーをかしげて，二附の物 fこしを見上げていた.

5月は 2日から 31日まで，調子主に出た日数

は 10日.午前，午後に分けて出たl."l数は 16 

削.その結果，保土ヶ谷|メ:は 3点，西1.>(は39点

が追加された.

じゅうたんぱくげきとは主人がつけた私のニッ

クネーム.巻いてあるじゅうたんを縦横に隙間な

く広げていくことで，見残しゃ，目こぼしは一切

許さない その方式を応用したのが戦争中の爆撃

であった.僅かなものでも見落さないやり方に共

通性があるのでニックネームの由来となったら し

L 、

帰化植物がソcロゾロ
(勝山輝男)

今年はなぜか神奈川県新産や日本新産と思われ

る帰化植物がつぎつぎと持ち込まれた.このうち

正体が判明 したものを報告する. 日本新産の帰化

植物については，まだ現地産の標本との比較は

行っていない.後 日，詳細に報告 したいと考え

る.

(1) ワタゲハナゲルマ (アルク トテカ・カレン

ドウラ [キク科]

Arctotheca calendula (L.) Levyns 

吉川アサ子さんが西区北幸町で採集された

(May， 4， 1992) .園芸植物のガーベラに似た草

姿のキク科の革本である .葉は羽状に深裂し下

面には白軟毛を密生する .花茎には黒褐色の粗い

毛がある . 頭花は直径 3 ~ 4 cm . 今回採集された

ものは，舌状花は全体に淡黄色で，基部が鮮黄色

であったが，花の色の濃淡には変化があるよう

だ.南アフリカ原産で，オーストラリアに帰化し

耕地や路傍の雑草となっているら しい.

三重県の大田久次が採集し，浅井(1975，植物

研究雑誌 50:313)がワタゲ‘ハナクツレマと彩称 し

ている.大田(1985，三重県帰化植物誌)にカ
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ラーワ立がu:lて いる .小学航 (1990 司 í~~l え一M物人ー

がs1nにはアルク 卜テカ ・カレンドウラの見出し

で写真とともに紹介され，日本では栽附されてい

ないと苦かれている.おそらくオースト ラリア経

ト11て-持ち込まれたものであろう

(2) キレハウマコeヤシ [マメ f;日

Medicago lanciniata (L.) Mill 

吉川アサ子さんが凶似.楠町で発見 (May，7，

1992幻).小葉カが;矢はす

京刺刺|リl肋カが:密生 FLORA，D'寸ITALIA や FLORA 

PALAESTINAによく一致する図が載っていて

判明した.日本車rr産と思われたので，葉の形状か

らキレハウマゴヤシと命名した ところが，すで

に大田 (1985，三重県帰化随物誌)に学名不詳の

まま同じキレハウマゴヤシの名前で写真が掲載さ

れていた 標本は見ていないが，写真の葉や果実

の形態はそっくりなので，同じものと判断し平1]

名はキレハウマゴヤシとして終即するこ とにし

た
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キレハウマゴヤシ (Xl/2) 



(3) セイ ヨウヤブジラ ミ 〔セリ HJ 38:349)があったか.布r(物，lt:，J!.Jtfでははつかって

いなかった 長111(1972) ， n "j.(-T，I:化机物凶鐙，

~tI;'f tiH ， P. 90 に ;~~jfはあるが.凶'i載っていな

い.liijjfの浅)1 (1963)にはrデ兵が救っている.

ゼッロックスによる陰影をぷす.

Torilis leptophylla (し.) Reich巴nb.fil. 

，'011アサfさんが111.j1/tl有IIIJで採集 (May，7，

1992) .ヨーロッ パ ，Jlli 'l'dJi伯作， III.jアジア原

点除V{rliでt記録(浅)1:，1963， M物研究科Ut:

〆戸骨、，

、4‘V
¥v i . 
e 

セイヨウヤブジラミ (Xll2) ヒメヤエムグラ (X1 ) 
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(4) ヒメヤエムグラ (新称[アカネ科]

Galium divaricatum Pourr. ex Lam. 

国分寺市在住の皆川和子さんからトゲナシヤエ

ムグラではなし、かとL、う標本が送られてきた.川

崎市麻生区上麻生4丁目の宅地造成地で採集され

た (]une，16，1992) .たしかに果実は平滑であ

るが，葉の縁には逆刺ではなく上向きの刺毛がる

ので異なるものと考えた.果実が直径O.5m間と小

さく平滑なこと ，茎には逆刺があるが葉には上向

きの刺毛がある こと，花柄が細くて比較的長いこ

となどから南ヨーロ ッパ原産でアメリカやニュー

ジーランドにも帰化 している G. divarica tum 

と判断 した 近縁のものに G. parisiense し

があるが，これは果実の直径が 1mmあり ，表面に

逆刺がある. しかし，両者を問一視している著書

もあり ，問題がありそうである .とりあえず，上

記の和名をつけ，G. divaricatum として整理

した.ゼロ ックスによる陰影を示す.

(5) アメリカミコシガヤ(新称) [カヤツリグ

サ科]

Carex vulpinoid巴a Michx. 

吉川アサ子さんがJII崎市麻生区上麻生3丁目の

宅地造成地で、採集された (July，5，1992) .そう

生し ， 高さ60~170cm . 全体にミコ、ンガヤに似てい

るが，苗葉は発達せず， ミノボロスケ程度であ

る.小穂、は先端に雄花，基部に雌花をつける .雌

花の鱗片の先はのぎ状に尖る.果胞は偏平で長さ

約3mm，背面に3脈が目立つ他はほとんど無脈，

くちばしの縁はざらつき，口部は鋭く 2裂する .

果実は長さ約1.7mmて¥花柱基部が残る .柱IiJiは

2個である .琶の鞘部腹面は白膜質で，オオカワ

ズスゲにあるのと同じようなしわが生じる .

北アメリカに広く分布する C. v ulpinoidea 

と思われるが，この種は花序の長さや果胞のくち

ぱしの長さなどに変異が多いよ うだ.C. trian-

gularis Boeck.や C.annectans Bickn.を

分ける考えもある.また， C. fissa Mack.も

似た種類のようだ.上記の和名を与え， C. 

vulpinoidea として整到したが，アメリカ産の

標本と比較して最終的な結論を出したいと考えて

いる

[~<> o占
東胞背而 果'x

来胞)Jむ[rrj 雌花の鱗Ji

スケールは 1mm 

司

f
a

『
υ



(6) ミナトメハジキ (新称) 〔シソHJ
し巴onuruscardiaca しつ

'1'1バおi{)J)I;:.~flで採佐 (11券 IIIH[r. ~J ， Apr. 22，1992). 

メハジキに似るが化は1'1色で小さく Hl{の外lui

tこじヵ、あり ，がく JJは引状に尖る.イとは4月に咲

き!;fiめ，6刀には車/rJJして枯れてしまった.ヨー

ロッパ即応の 1.，¥己の学名のものと花やがくの形態

は一放する しカ‘し，ヨーロ γパやアメリ カの図

鍛に11:てレる凶と広:の形b、あまり似ていない.と

りあえず平111"，をあたえて終則しておくか，後日原

本でチェックしたいとJ5-えている.ゼロックスに

よる|岱影を/1，す.

ミナトメハジキ (Xl)

この!也JJトの符!fj'[が確d.された.詳細(;1凶鐙を参

)I(~ されたレ .

(7) ホザキマンテマ [ナデシコ手口

Silene dichotoma Ehrh. 

1 11 川アサ f さんがIJ4i><:~ヒ判ßJでjttlミ ( Jun e ， 5 ，

1992) .長川(1972)， 日み~M化ttfI物凶鑑，北海

un， P.1'61参照.長川(1976)，原色日本山11化傾

物図鑑， 保育社，P.302参照.神奈川県新産.

(8) エソぉスズシ口 〔アブラナ科〕

Erysimum ch巴iranthoides L. 

占川アサ子さんがIJI:jIメ:北幸UJTで係集 (May，31，

1992) .長川(1976)，原色日本州化他物図鑑，

保育社，P.273参照.横浜港の記録があるが，有直

物，;，tW:~1l'では見つかっていなかった

(9) ビロードアカツメクサ 【マメ科]

Trifolium hirtum All. 

古川アサ子さんがIfEjIメ:tr郁Tで係集 (May，7，

1992) .長凹(1972)，日本州化値物図鑑， ~t隆

館，P .122参照 神奈川県新産.

(10 ) ダンゴツメクサ 〔マメ宇日

Trifolium glomera tu m L. 

吉川アサ子さんが阿1;.<:楠IHJで採集 (May，7，199

2) .長印(1972)， 日本台1;イヒ随物図鑑，北陸

館，P .121参照.長田(1976)，原色日本帰化植

物図録，保育社，P.230参照.何1奈川県新産.

(11 ) ジモゲリ ツメクサ 〔マメ科]

Trifolium su bterraneu m L. 

吉川アサ子さんが西医楠町で採集 (May，7，

1992) .長田(1972)，日本帰化値物図鑑，北r圭
館，P .120参照.神奈川県新産.

(12) セイヨウヒキヨモギ Cゴマノハグサ科]

Pa ren tucellia v日 osa し) Caruel 

国分寺市在住の皆川和子さんが麻生灰上麻生4

丁目で録集 (June，16，1992) .長田(1976)， 

原色日本州化植物図鑑，保育社， P .104参照.1976 

年に横浜港で記録されていたが，植物誌調査では

見つかっていなかった

(13) ホソセイヨウヌカボ 〔イネ科]

Apera interrupta (L.) B巴auv.

佐藤恭子さんが清川村札掛て採集 (May，29，

1991) .長田 (1989)，日本イネ科植物図譜，平

凡社，P.352参照.神奈川県新産.
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相模原-1メ ッシュへの追加植物

(宮IU'1';i.)
今年5月から，相1般原市のfll隙川流減の明地.

凹名地1)(:(分布図メッシュ制限原-1)を'1'心に

他物調子「を行なってきた.その際に，r，直物ぷ調{t

時の分布図メツ‘ンュから脱落していたものがL、く

らか確認できたので報告する .

今回の調佼の詳細は地元相校原市のさがみの値

物友の会会報に報告する予定である さがみの植

物友の会会~との内容的な Fft複を避吋るため ， こ

こでは分布図メッシュの補足になるものをいくつ

か報告するにとどめる .

(1)ナチシケシダ Deparia petersinii 

近縁のシケシ夕、頭 (Deparia属 Athyriopsis

節)と紛らわしいため.今まで相般原のメッ シュ

では見落とされてきた可能性が高い.葉身の形と

大きさは非常に変化に富み，本種の生態写真が他

のシケシ夕、頭(たいていはホソパシケシダ)の生

態写真として図鑑などに載せられていることもあ

る しかし，根茎上の葉の間隔や胞膜の形質(辺

縁の鋸歯，半円状惰円形の形)などの形質に関し

てはむしろ近縁種よりも変異性が少なく .この点

に注意すれば本種の認識は難しくない.

望地の断崖上の道路端，民家の石屋で l個体確

認した.確認した個体は葉身が細く ，葉柄を含め

た長さは20cmほどでホソパシケシ夕、似の型であっ

た .

(2)タ力ネマスクサ Carex planata 

値物誌の分布図では箱根や三浦半島にまとまっ

て点が打たれているが，それ以外では緑区 lで

記録されているだけであり ，相模原への分布は多

摩丘陵 (緑区)からの延長とも考えられる .

望地~谷原聞の斜面林のへりに l個体確認し

た.付近に土捨て場があり ，他所から持ち込まれ

た可能性が全くないわけではないが，タカネマス

クサ自身が林縁や山道のふちの環境に生えるた

め，自生のものとして報告する.現地はススキな

どの繁った人為的な環境で-ある .

(3)イケノヤナギ Salix X ikenoana 

タチヤナギとオノエヤナギの雑種である .値物

誌には稀ではないと記されているが，相模原一 l

メッシュ の標本は神奈川県博に入ってなかった

(植物誌には分布図が載っていない) • 

確認地(1新IIli拘l僑(中l版原- 1と2の境)の少

しI'i!kの1111京て、，I 山I1:土憶に~{.じって 5~6 個体' 1

育していた 確，:.2，11与には傾までは島幸らなかった

が.後日 flll京川 ~M'，\ìのヤナギm と j じ'It士 した結~ ，

タチヤナギに比べて葉身がJ，;f:l、こと ，オノエヤナ

キ、に比べて.t，:葉しか裏[(LIにK.fltをj'}たず，葉縁の

鋸術が多少顕符であることなどからみ;維樋とr，;J注

した. 1'-1'1:.地の周辺にはタチヤナギとオノ エヤナ

ギが普通に見られ，今後の』羽{tによ ってはさらに

何個体ーかのイケノヤナギが見いだせる II[能1;1もあ

る.

(4)カザゲルマ Clematis patens 

植物誌の分布図には南足柄 3と保土ヶ谷(絶

滅)に点が打たれているだけであるが，かつては

多摩丘陵脳或 (東京都側を含む)の谷戸に点々と

見られていたようである .今凶はその多l卒丘陵の

隣接地，相模原台地での分布確認となる ー確認し

た個体は白花品で，望地の断w下の用水路わきに

2~ 3個体が一群れになっており ， アズマネサ斗ナ

など林縁の個物に絡みついて生育していた.本種

は確認した個体数も少なかったし，また稀なもの

なので大切にしたい植物である .

(5)バイカウツギ Philadelphus satumi 

山地生の植物 (値物誌の分布型ミズナラ型)で

相模原に隣接する愛川や域山のメツ‘ンュでは記録

がある .

望地弁天キャ ンプ場の上の斜面林(かなりの急

傾斜)で少数の個体が確認できた.同じ斜面林内

には斜面上の民家から逸出したチャ，ミヤコワス

レ，マサキ (生け垣に使われていたものでツルオ

オパマサキで‘はないと思う)なと'が見られたこと

などから，観賞価値のあるオ曜に対 しても人為分

布の可能性を危倶したが，付近の人家に植栽品が

見当らなかったことなどから自生品として報告す

ることtこした.

(6)ウラジ口ノキ Sorbus japonicus 

山地生の植物であり ，相模原市のよ うな低地域

への分布は注 目される .丹沢方面には広く分布

し，相模原に隣接する愛川や城山のメツ‘ンュには

記録されているが，これらは高所での記録であ

る.

望地の断崖上の斜面林内で l 個体，樹高 4~5

mのものを確認した，確認した個体の周辺には幼

η

、υ
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木など別の個体は全く見られず，断崖上に遺存し

たものである様にもうかがえた.

(7)カラメドハギ Lespedeza juncea 

植物誌では相模原-2のメッ、ンュのみで記録の

ある大陸系の値物である .今回は「植物誌」の相

模原一 lのメッシュにあたる ，望地弁天キャンフL

場付近の川原で自生しているのが確認できた.

メツ‘ンュNo.では別になるが，実際は「植物誌』に

引用された産地 (※) よりも 2kmほどの相模川上

流である .

確認できた個体数は20~3 0株と比較的多かっ

た.個体に花はなかったが，茎が紫色を帯びて一

層多毛で，葉に網目状の葉脈が顕著であることで

メドハギと区別出来た(なお，秋に花のついた完

全な標本を採集するつもりである)

※県I専の標本産地は昭和橋上流で，1985年10月25

臼に高橋秀男氏により採集されたものである.

(8)オオカラスノエンドウ Vicia sativa 

ヨーロ ッパ原産の帰化植物で、あるが，植物誌で

は伊勢原-2メッ、ンュ でしか記録されていない.

記録の少ないのは実際に分布が広がってないこと

もあるが，毒事歯の長さや琴の毛の形質を認識しな

L 、とカラスノエンドウ(ヤハズノエンドウ)の大

型品と紛らわしいためでもあろう.

今回の調査では，新昭和橋付近の相撲川河川敷

でi個体確認できた.標本採集後に尊の特徴から

同定したので，自生地の株数は数えられなかっ

た.採集時はカラスノエンジウに比べ，全体に大

型であるのと花期が少し遅い(確認したのは 6

月)ことしか気に留めていなかった

(9 )ノジトラノオ Lysimachia barystachys 

[サクラソウ科1

相校原市ではすでに相模原 4メッシュでの記

録があるが，今回は望地の土手に30個体ほどがま

とまって't育しているのを確認した.

本種はヌマトラノオやオカトラノオとは一見し

て民なるが，確認した個体は少-CI~II~Iで ， ~ 、くらか

イヌ ヌマ トラノオ(オカトラノオ×ヌマトラノ

オ)と紛らわしかった しかし，本には少ないな

がらも開出した長[;(t~ く縮れるオカ ト ラノオの

芯とは質が民なる)があること ，{E}(の形はイヌ

ヌマトラノオそっく りであるが.化の咲いている

部分カ;{8f:の慌に1111がる11IJ(;i¥1こ1il.J.られるこ と (イ

ヌヌマトラノオは花序の直立部にも花を咲かせ

る)などはノジ トラノオの特徴をはっきりと有し

ていた

本種は県内でも減少している植物であり 1箇

所に30個体ほとの個体数が見られるのは珍しし、の

ではないかと思う .

主な参考文献

神奈川県植物誌調査会編;咋申奈川県植物誌

1988o!l ，神奈川県立博物館，1988年.相模原市教育

委員会編(j'相模原市の植生o!l，相模原市教育委員

会，1988年.

高橋秀男:Iフォッサマグナ要素の植物J， (j'神奈

川県立博物館調査研究報告自然科学自然科学第

2号o!l，1971年.

小崎昭則:I文献に記録された当地域の植物か

らJ， (j'多摩丘陵の植物第 2号o!lP.P.28-33，多摩

丘陵値物調査会，1992年

ハマウツボについて

(域川四郎)

ノ、マウツオミ Orobanche coerulescens Step h. 

は非常に珍しい植物とL¥うものではないが出会い

のチャンスがなければなかなか標本が手にはいら

ない.県内の過去の記録はたくさんあり，植物誌

調査期間中も口頭て、の観察報告はあったがついに

証拠標本は入手できなかった.今般，会員の山口

育子さんが知人の採取したノ、マウツボを見て生育

現場を確認され，自分で採集された標本も持参さ

れたので同標本に基づく図を植物誌の補遺として

報告する .採取日は本年6月5日，採取地は平塚

市岡崎，鈴川治いのサイクリンク、コースてある.

花冠 ・琴は紫色で基部は淡色，包 ・鱗片は褐色，

子房は帯黄白色，花件は淡紫色で平滑，柱頭は汚

白色，花糸は白色で基部有毛，ゃくは白色で l端

が尖る .k1tずい4本のうち!J夏商(唇弁側)の 2本

がわずかに短い.花軸，包， 琴，花冠には白軟毛

がかなり密にある .山口さんの観察によれば生育

地周辺はヨモギだけでカワラヨモギもオトコヨモ

ギもはえていなかったという.多くの文献ではハ

マウツボの寄主はカワラヨモギ，内陸型のオカウ

ツボの寄主はオトコヨモギだけを記しているが寄

主の選択性はそれほど厳密なものではなく ヨモギ

頬には広く寄生するものであろうことをぷす例と

して今1"1の‘お例はたL、へん興味深い.
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ハマウツボ

A 全体 (X1 ) 

B 花冠背面 (X3) 

c 琴内面と背面 (X3) 

D 包 (X3) 

E 花被側面 (X3) 

F 雌ずい&雄ずい (X3) 

G : 2強雄ずい (X 4) 



語尾が-aceae でない科名

(小限倣)

11;.I~!;':ft!irij命 r，~見約 (1 988) の 18 条 l に「科名'1

Hl~形作川で . 名d ， i] として問いる.それは所イ-J給

付t数の:1!?形変化を原J[-~にもどしたその，HIこ含まれ

ている iつの属の合法名の所有俗単数とlIJi尾
-aceae とからつくられる ・・・， Jとある

(例:Salix→Salicis→Sa licaceae) ， 

また占くから用いられてきた活尾が -aceae

でない件名については.18条 5に有効に発表され

たものとして取り扱われると記してある.それは

Palmae (Ar巴caceae ，ヤシ科)， Gramineae 

(Poaceae ，イネ科)， Crucif巴rae(Brassic-

aceae アブラナ科)， Leguminosae (Fab-

aceae マメ科) ， Gu ttiferae (Clusiaceae ， 

オトギリソウ科) ， Umbelliferae (Apiaceae， 

セリ科)， Labiatae (Lamiaceae ，シソ科)司

Compositae (Asteraceae，キク科)である .

また， Leguminosa巴のi[E科 Papilionoideae

を独立させるときは‘Legurninosa巴との可換科

名として ，PapiLionaceae も保留されるとして

ある.これらの 科名，例えば Graminea巴も

Poaceae も11;喚H1ノ!として総て似Wlt'，)てに収め

られている

規約の ]c行はHt'，はその利に!好J，oJ!，する同の手ノ1に

基づき ，，託児を -aceae に統ーして，- 11で料

名とわかるようにしよう，だが，1'1([物学!ii↑i411と的

所定であり， ，Jiくから用いられてきた[-述の科名

も全面的に使用禁止にする日]¥にはL、かないので，

認めようということにあると忠われる

さて，この点につL、て叩11奈川県鮪物ιJ988.!1

を見ると ，旧:-kのポ'1名を用いているもの(Palmae，

Cruciferae， Leguminosae， Labiatae) • 

aceae 語尾を用いているもの (Apiaceae) ，両

者を併記しているもの(Poac巴ae (Gramineae )， 

Asteraceae (Composita巴))， 18条5と異なる

もの (Hypericaceae)がある.

最後の Hypericaceae(1789)は上記の Clusi

-aceae (1836)より発表は早いが，A.LJussieu 

は，初め Hypericum の復数主格 Hyperica の

形で発表している.この Hyperir:aceae も保留

科名表に記されている.

このようにそれぞれの科名は違法でlまないが，

植物品、全体を通してのt凋整が望まれる

1991年各メッシュ追加標本リスト その 2 県立情物館提出分)
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ヤマザタラ xマメザクラ AT-3 111'Ilf 仙坂明H
オオシ7 ザタラ HAK-4 '，'.'L山浜中J宝ifo

HAK-1 (111石原 浜中義治

サトザクラ HAK-4 '，l:ム:UI l!"¥'I'筏治

カスミザクラ ~II A-1 I1!!1I:li.立 長谷川義人
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セイョウミヤコグサ NAK 新港Jl~Ujfi S川アサ子
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~II A-2 l!Jj)r¥林辺浜中義治

ムラサキクララ YU-2 鍛冶屋長谷川義人

クスダ'7.;;メクサ ISO 新杉田 浜中j宝治

コメアブツメクサ HAK-4戸ノ揚浜'1'義品、

m 臨港パーク 古川アサ子

タチオランタケ'ンゲ KAW 東扇g;j ，同年flB則
ムラサキツメクサ 00-2風祭 浜中義治

モモイロシロ 7メクサ m 臨港パーク 古川アサ子

ツノレフジパカ'7 SA-2 当麻 宮山守点
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庁、ソパヤノ、ズエンドウ ZU 新逗子駅浜ι1.'義治
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HA~- l flllイilJ;( d¥'I'，&ifo 

ミヤマタニ ワタゾ h 1-2 宮ヶ削 減川四日1;

Fサフジ TO-3 J司!];U1r tta<1:11 
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アメリカフウロ TO-3術iJUI?!，鋭燃の~:林 I)"<ljl'， HAld 111附

浜'1'義治，KAZ .I.'.~浜田f 浜 '1'主的

カントウミヤ7 カタパミ HAIi-l IzH' iJ~'I'炎治
フゾネハナカタバミ HAIi-5何11miJわ1'1li治
エゾタチカタパミ YU-2鍛治医長谷川1li人

オッタチカタパミ NAK ，t;牧小的Il{iWJ

'7 ';1バニンゾン KAW点4lJ::i小附H{lWJ

コカラスザンゾヨウ YU-2鍛冶屋長谷川義人

サン γョウ 00-2 風~~浜'1'1li ifì

ニカFキ AT-3 IU'H ，:':j以前I子

エノキグサ ~IIA-2 IViJ，!林道折、'1')完治

ユズリハ HAK-5 i!')本浜'1'必治

トウダイグサ KAW 点扇島小山，~II(iJllJ. 0D-2 Ff.t川浜'1，~宝 rrî

ナγトウダイ HAK-l qg;子浜'I'~宝 rfì

戸ラキ TO-3航浜i'I然観咲の緑 林I.i.x!'JI'.HAK-5 i払本 1)・j川Jl#
...， 

アワコ'ケ KAZ金沢八j;tiftljl;主治

ドクウツギ HAK-5二子山d¥'l'みが1

;I!Jウルシ 00-2 風~，~ d¥'I'.&ifi 

イヌツノレウメモドキ KAZ並木ーru浜'1'義治
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マユミ MIA-3塚原浜"1'.1主治

ユモトマユミ YU-2鍛冶屋米山智恵子

ゴンズイ ~IIA-2IV1J ，!林道官~rl' .7í1治

オオモミジ 00-2水之l己浜小1-"治
ウラゲエンコウカエデ YAT N，¥1I1武井尚
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ミヤマハハソ HAK-4 i，却l虻浜中義治
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Iナノカ'キ YU-l 1'i，，11富山荷車

カキノキ 00-2 )，t-\~~浜 ' I'~宝治
エゴノキ ~II A-2 IリJl，!，林道d¥'l'誌がI

フジウツギ HAIi-4 mIH"~ 浜小λttfì
ホウライカスラ YU-2鍛冶屋長谷川義人

タンザワイケマ YU-l十五山宮崎卓

オオカモメ hレ 1' 0-5 三Iilï官士 ij~y山輝男

ヒルカオ HAK-j fill石原湿原田中徳久

ネナシカズラ ド11A-3塚原浜中義治

マノレパアメリカアサガオ m 浅間町吉111アサ子

マメアサカ'オ NIS浅間田J吉川アサ子

ハリアサガオ YAT Ni¥田武井!，¥i

マノレノくノレコウソウ HO花見台吉川アサ子

ワノレタビラコ ¥11-2佳凶町北川淑子.KAW東扇島小崎昭IlIJ

サワノレリソウ HAK-4姥子浜中義治

ハナイパナ HAK-5 1心的浜中義治

ノムラサキ NAK新港i阜頭古川アサ子

ヤマノレリソウ HAK-5湯本浜中義治

ヒレハリソウ HAK-5小湧谷浜中義治

キュウリグサ HAK-4早雲山 浜中義治

コムラサキ TA¥I早野北川|淑子

ヤナギハナガサ HO総子町吉川アサ子

キランソウ HAK-j仙石原浜中義治

タチキラソソウ YA介，-6雨山峠勝山跨男

ジユウニヒトエ KA川w東扇島

ミズネコノオ NIωs 1浅受間町一丁目吉川アサ子

ナキギ，ナFコウジユ ドM川l日IA介，-2明足林道浜中義治

ホトケノザ HA州K司 5山崎浜中義治

司ヒメオドリコソウ HAK-5山崎 浜中義治.HAK-j fIlI石原浜中

義m
テンユンソウ ~II A-2矢11，:芝浜中義治

コソロネ HAK-l fUI石 原 浜中毅治

ヒメジソ ド11A-3狩野浜中義治則;¥1A-2明星林道浜中義治

(スペースの都合で残りは次号に掲載します)
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事務局より

'992年度総会報告

去る 4月25日土曜日に神奈川県値物誌調査会総

会が県立博物館で行われました.まず1991年度の

事業報告と決算報告が行われ，承認されま した.

続いて1992年度の事業計画と予算案か審議され可

決されました.以下にその慨要を報告します.総

会の後には山本明氏より「三浦半島のハチジョウ

ベニシダについてJ.北)11淑子氏 (代理で勝山が

報告)からは 「ミズハナビとコアゼヵーヤツリにつ

いて」 の2つの話題が提供されま した.最後は最

近話題の値物について会員がスライ ドを持ち寄り

映写会を行いました.

1991年度事業報告

1991. 4.20 1991年度総会 (平塚市防物館)

1991. 7.14 野外研究会 (箱根扉風山)

1991. 7.20 フロラカナガワ 31号発行

1992. 1. 1 フロラカナガゲ 32号発行

1992. 4.25 フロラカナガワ 33号発行

費

 

 

!  

H

1992年度事業計画

1.継続事業

①分布図の精度を高める

現在神奈川県博保管分の約85.000点のパソコ

ン登録が終了

東大，科博，都立大などの神奈川県産標本

データ の登録も少しずつ行いたい

②値物誌の頒布

③フロラカナガワの発行 (年3回. 6月.10 

月. 2月頃を予定)

会員以外の購読希望者への販売 年間2000円

パックナンバー:300円~1000円

④合同調査 ・研究会の開催

野外研究会

講演会

2.印刷物刊行事業

①籾山先生業績目録及び主要論文集 (長谷川，

小林，大森で担当)

②故森茂弥氏遺稿の印刷刊行 (高橋，城川.J勝

山で担当)

③地域フ ロラの刊行

(制I;t-J1J.当 Jj労山背中リ1.HIl|1徳久)
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